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　４月15日、鹿屋体育大学（白水町）で「安全運転体操完
成披露会」が行われました。この体操は、高齢者の交通
事故を防ごうと鹿屋体育大学と鹿児島県警が協同で考案
したもので、運転操作に必要な動作を取り入れて安全運
転に必要な体力・運動機能の向上を図るもの。当日は「花
岡おこし会」のメンバーが体操を披露し「少しでも長く安
全に運転するために役立てたい」と語りました。
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　４月14日、日枝神社（輝北町市成）で、「日枝神社畜産
まつり」が開催されました。これは牛馬の神様を祀

まつ

る日
枝神社で毎年開催されているもので、当日は約1,000人
が来場。境内には屋台が立ち並び、ステージではカラオ
ケや芸能・歌謡ショー、お楽しみ抽選会等が実施されま
した。抽選会では御神牛の子牛1頭など豪華賞品が用意
され、来場者は春の恒例行事を楽しんでいました。

　４月19日、日本郵便株式会社と市との「包括的連携に
関する協定締結式」を行いました。これは、市内22か所
の郵便局や多くの局員を有する同社と、地域の見守り活
動や脱炭素への取り組みなど様々な分野において連携し
ていくことを目的に結んだもの。内

うち だ

田信
のぶ お

生鹿屋郵便局長
は「この協定締結を機に、更なる市政への協力と地域支
援を行っていきたい」と語りました。
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　４月18日、J
ジャイカ

ICA青年海外協力
隊員で本市出身の岩

いわもと

元萌
ほの か

佳さんが
市役所を訪れました。岩元さんは
今年の５月から２年間、ボリビア
のバジェグランデ市役所で環境教
育等を実施する予定。当日は派遣
に対する抱負を語っていました。

鹿屋の地から南米の
ボリビアに派遣

　４月22日、リナシティかのやで
「令和６年度第１回鹿屋市防災会
議」が開催されました。会議後に
は鹿児島大学の岩

いわふね

船昌
まさ き

起教授によ
る防災講演会も行われ、地震災害
と地域防災力向上をテーマに課題
や対応について話しました。

地震に備え
防災対策を再確認

　４月26日、令和６年能登半島地
震支援への職員派遣に係る市長激
励を行いました。５月から６月に
かけて、石川県輪島市へ本市から
計８人を派遣予定。職員らは住宅
の被害認定調査を行うなど、被災
地の復興を支援します。

被災地支援のため
能登半島へ職員を派遣
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　４月23日、ヤマト運輸株式会社と市との「包括連携に
関する協定締結式」を行いました。これは、国内外に広
がるネットワークや効率・効果的な物流システムのノウ
ハウを持つ同社と、農産物や加工品等の国内外への販路
拡大や、災害時における輸送体制の構築など様々な分野
において連携していくことを目的に締結したもので、更
なる地域活性化のための取り組みについて話しました。

　４月12日、鳴之尾牧場（有武町）で「春の入牧式」が行
われました。これは、１歳までの子牛を酪農家から預か
り、豊かな自然環境下で足腰の強い乳用牛を育成するこ
とを目的に、春と秋の年２回行われているもの。今回入
牧した子牛56頭は、同牧場の牛舎で環境に慣れた後に牧
草地に放牧され、１年から１年半ほど経過したのち、各
酪農家の元に返されます。
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　４月12日、リナシティかのやで「鹿屋市新規採用・転
入教職員宣誓式」が行われました。今年度、本市に新規・
転入した教職員は新規採用35人を含む306人。式では笠
野原小学校の小

こぞ の

園妃
ひ な

那教諭が職務執行の宣誓を行ったほ
か、鹿屋小学校の上

うえ き

木勝
かつのり

憲校長が「子どもたちに、この
学校で学んでよかったと思ってもらえるような教育活動
に努めたい」と挨拶を述べました。
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　４月10日、「オール肝属中学男
子ソフトボールクラブ」の選手が
市役所を訪れました。同クラブに
所属する３選手が、鹿児島県選抜
として「第20回都道府県対抗全日
本中学男子ソフトボール大会」で
優勝したことを報告しました。

鹿児島県選抜として
全国大会で優勝

　４月10日、鹿屋看護専門学校で
「第17回入学式」が行われ、男子５
人、女子26人が入学しました。式
では、新入生代表の黒

くろ せ

瀬彩
あや の

乃さん
が「看護師になるという同じ夢を
持つ仲間と支え合いながら努力し
たい」と誓いの言葉を述べました。

看護師の道への第一歩
看護専門学校で入学式

　４月９日、社会福祉法人恵仁会
の関係者が市役所を訪れました。
デジタルを活用して地域課題に取
り組む事例を国が表彰する「D

デ ジ

igi田
でん

甲子園2023」の審査委員会選考枠
民間企業・団体部門で準優勝した
ことを報告し、喜びを語りました。

介護のデジタル化
全国で表彰
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令和６年春の褒章・叙勲を市内在住の３人が受章され
ました。おめでとうございます。（年齢は受章時）
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かのやのホットな話題をお届け！
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